
1.本図は提供された既存資料及び現地計測により復元した
　概略図であり一部推定値を含む。

特記事項

(音根内橋)

橋 梁 一 般 図

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 1/23

山里浜小清水線：音根内橋

橋 梁 一 般 図

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)
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適 用 示 方 書 道路橋示方書･同解説(S47)

音根内川

支  承  型  式

橋　　　　　長

幅　　　　　員

斜　　　　　角

支　　間　　長

活    荷    重

H形鋼桁橋

車道 7.000 m

θ= 90°

16.500 m

TL-20(S31)

点　検　履　歴

補　修　履　歴

路 　 線　  名

橋　　　　　名 音根内橋（橋梁番号 0064）

上 部 工 形 式

逆T式橋台(推定)下 部 工 形 式

線支承

---基 礎 工 形 式

管　理　者

河　川　名交
差
物

完　成  年  月 昭和50年9月(1975年)※約49年経過

令和3年12月21日

---

山里浜小清水線 (路線番号 0306)
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L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10
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損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

≪ 山里浜小清水線 音根内橋 ≫

損 傷 概 要 図 (1)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

L側 側面図

nonscale

R側 側面図A-1 A-2

BP EP

防護柵:欠損(橋名板脱落)[b]
写真№84

伸縮装置:変形[b]
写真№81

地覆:欠損[b]
100x100

写真№107

写真№87,88
防護柵:破断[d]
写真№90

防護柵:腐食[d]
写真№95,96

防護柵:亀裂[c]･変形[b]
写真№98,99

地覆(車):鉄筋露出[c]
50x50

写真№111

地覆(車):鉄筋露出[c]
50x50

写真№111

地覆(車):鉄筋露出[c]
150x50

写真№111,112
地覆(車):鉄筋露出[c]
50x50

写真№113

地覆:鉄筋露出[d]
500x300

写真№114,115

地覆:浮き･剥離[c]
500x350

写真№116

地覆:剥離[b]
写真№108

100x100

舗装:路面の凹凸[d]
(段差 H=40mm)

写真№132,133

舗装:路面の凹凸[d]
(段差 H=50mm)

写真№130,131

防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

防護柵:腐食[d]
防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

防護柵:変形[b]
写真№100,101

写真№102
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№103
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№84
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№85
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№86
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№87
防護柵:腐食[d]
防食機能の劣化[b]

写真№89
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№92
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№91
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№93
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№94
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№104
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

起点 → 終点 側面 (L側)

伸縮装置:変形(b)

防護柵:腐食(b),防食機能の劣化(b)
欠損(橋名板脱落)(b)

防護柵:腐食(d),防食機能の劣化(b) 防護柵:破断(d)

防護柵:腐食(b),防食機能の劣化(b)

防護柵:腐食(d),防食機能の劣化(b)

防護柵:亀裂(c) 防護柵:変形(b)

防護柵:腐食(b),防食機能の劣化(b)

地覆:欠損(b)

地覆:剥離(b)

地覆:鉄筋露出(d)

地覆:鉄筋露出(c) 地覆:うき･剥離(c)

舗装:路面の凹凸(段差)(d)

舗装:路面の凹凸(段差)(d)

【 橋 面 工 】

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 2/23

山里浜小清水線：音根内橋

損傷概要図(1)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)



損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

≪ 山里浜小清水線 音根内橋 ≫

損 傷 概 要 図 (2)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

A-1

A-1

BP EP

nonscale

G1

G2

G3

G1

G2

G3

音
根
内
川

排水装置:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№121,122

L1

R1

L2

R2

排水装置:腐食[d]
写真№123,124

床版:鉄筋露出[c]
150x100

写真№36

床版:剥離[b]
100x50

写真№35

防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

排水装置:腐食[d]
写真№125,126

防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

排水装置:腐食[d]
写真№127,128

防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

起点 → 終点 側面（L側)

床版:剥離(b)

床版:鉄筋露出(c)

【 床版・排水装置 】

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 3/23

山里浜小清水線：音根内橋

損傷概要図(2)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)



≪ 山里浜小清水線 音根内橋 ≫

損 傷 概 要 図 (3)

A-2

BP EP

G1

G2

G3

G1

G2

G3

音
根
内
川

主桁:腐食[b]
写真№8,9

主桁(下ﾌﾗﾝｼﾞ):腐食[d]
防食機能の劣化[b]

写真№2,3

主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№4,5
主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№6,7

防食機能の劣化[b]

主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№11,12
主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№10

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№15,16

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№17,18

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№19,20
横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№21,22

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№23,24

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№25

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№26

対傾構:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№27,28
対傾構:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№29

対傾構:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№30,31
対傾構:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№32,33

A-1

(層状剥離有)

主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№13,14

起点 → 終点 側面（L側)

損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

主桁:腐食(d),防食機能の劣化(b)

主桁:腐食(b),防食機能の劣化(b)

主桁:腐食(b),防食機能の劣化(b)

主桁:腐食(b),防食機能の劣化(b)

横桁:腐食(b),防食機能の劣化(b)

横桁:腐食(b),防食機能の劣化(b)

横桁:腐食(b),防食機能の劣化(b)

対傾構:腐食(b),防食機能の劣化(b)

対傾構:腐食(b),防食機能の劣化(b)

nonscale

【 主桁・副部材 】

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 4/23

山里浜小清水線：音根内橋

損傷概要図(3)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)



≪ 山里浜小清水線 音根内橋 ≫

損 傷 概 要 図 (4)

A-1 A-2

BP EP

G1

G2

G3

G1

G2

G3

音
根
内
川

支承:腐食[b]･防食機能の劣化[b]･傾斜[c]
支承部の機能障害(ﾓﾙﾀﾙ欠損)[d]

写真№56-60

A1G1

A1G2

A2G1

A2G2

A2G3

支承:腐食[b]･防食機能の劣化[b]･ゆるみ[d]
支承部の機能障害(ﾓﾙﾀﾙ欠損)[c]

写真№61-64

A1G3
支承:腐食[c]･防食機能の劣化[d]･ゆるみ[d]
傾斜[c]･支承部の機能障害(ﾓﾙﾀﾙ欠損)[d]

写真№65-70

支承:腐食[c]･防食機能の劣化[d]
写真№71-73

支承:腐食[b]･防食機能の劣化[b]
ﾓﾙﾀﾙ欠損[-]

写真№74-76

支承:腐食[c]･防食機能の劣化[d]
写真№77-79

起点 → 終点 側面（L側)

損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

nonscale

支承(A1G1):腐食(b),防食機能の劣化(b)
傾斜(c),支承部の機能障害(d)

支承(A1G2):腐食(b),防食機能の劣化(b)
ゆるみ(d),支承部の機能障害(c)

支承(A1G3):腐食(c),防食機能の劣化(d)
傾斜(c),ゆるみ(d),支承部の機能障害(d)

支承(A2G1):腐食(c),防食機能の劣化(d)

支承(A2G2):腐食(b),防食機能の劣化(b),ﾓﾙﾀﾙ欠損(-)

支承(A2G3):腐食(c),防食機能の劣化(d)

【 支　承 】

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 5/23

山里浜小清水線：音根内橋

損傷概要図(4)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)



損 傷 概 要 図(5)

正 面 図 L側 側面図R側 側面図

【 A1 橋台 】

正 面 図 R側 側面図L側 側面図

【 A2 橋台 】

音根内川

音根内川

G3 G2 G1

G1 G2 G3

沓座:剥離[b]
600x100

写真№47

竪壁:剥離(豆板)[b]
500x450

写真№43,44

胸壁:剥離[b]
30x150

写真№52

竪壁:剥離(豆板)[b]
800x500

写真№54

翼壁:土砂吸出し[-]
写真№40

翼壁:土砂吸出し[-]
写真№55

胸壁:剥離[b]
300x200

写真№41

胸壁:変色[b]
写真№53

起点 → 終点 側面（L側)

≪ 山里浜小清水線 音根内橋 ≫ 損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

nonscale

下部工:土砂吸出し(-)

下部工:剥離(豆板)(b)

下部工:剥離(b)下部工:剥離(b) 下部工:ひびわれ(a)

下部工:剥離(b)

下部工:変色(b)

下部工:剥離(豆板)(b)

下部工:土砂吸出し(-)

【 下 部 工 】

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 6/23

山里浜小清水線：音根内橋

損傷概要図(5)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)



L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

【 橋面･地覆･防護柵･伸縮装置･排水装置 】

上部工損傷図(1)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 7/23

山里浜小清水線：音根内橋

上部工損傷図(1)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

平 面 図 S=1:50

R側 側面図 S=1:50
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面
 
図

S
=
1
:
50

A-1 A-2

BP EP

N

C L

防護柵:欠損(橋名板脱落)[b]
写真№84

伸縮装置:変形[b]
写真№81

地覆:欠損[b]
100x100

写真№107

写真№87,88
防護柵:破断[d]
写真№90

防護柵:腐食[d]
写真№95,96

防護柵:亀裂[c]･変形[b]
写真№98,99

地覆(車):鉄筋露出[c]
50x50

写真№111

地覆(車):鉄筋露出[c]
50x50

写真№111

地覆(車):鉄筋露出[c]
150x50

写真№111,112
地覆(車):鉄筋露出[c]
50x50

写真№113

地覆:鉄筋露出[d]
500x300

写真№114,115

地覆:浮き･剥離[c]
500x350

写真№116

地覆:剥離[b]
写真№108

100x100

舗装:路面の凹凸[d]
(段差 H=40mm)

写真№132,133

舗装:路面の凹凸[d]
(段差 H=50mm)

写真№130,131
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注
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構

成
は

推
定

音
根
内
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特記事項

・本図は既存資料および現場作工により作成した
　概略図であり、一部推定値を含む。

防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

防護柵:腐食[d]
防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

防護柵:変形[b]
写真№100,101 写真№102

防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№103
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№84
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№85
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№86
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№87
防護柵:腐食[d]
防食機能の劣化[b]

写真№89
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№92
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№91
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№93
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№94
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№104
防護柵:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

L側 側面図 S=1:50



損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

【 地覆･床版･排水装置 】

上部工損傷図(2)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 8/23

山里浜小清水線：音根内橋

上部工損傷図(2)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

A-1

A-1

BP EP

N

平 面 図 S=1:40

G1

G2

G3

G1

G2

G3

音
根
内
川

排水装置:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№121,122

L1

R1

L2

R2

排水装置:腐食[d]
写真№123,124

床版:鉄筋露出[c]
150x100

写真№36

CL

音根内川
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7000
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ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　　 t=50mm

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ床版 t=200mm

3000 3000 10001000
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0

500500

注)橋面構成は推定

断 面 図 S=1:40

特記事項

・本図は既存資料および現場作工により作成した
　概略図であり、一部推定値を含む。

床版:剥離[b]
100x50

写真№35

防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

排水装置:腐食[d]
写真№125,126

防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)

排水装置:腐食[d]
写真№127,128

防食機能の劣化[b]
(断面欠損有)



損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

【 主桁･副部材 】

上部工損傷図(3)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 9/23

山里浜小清水線：音根内橋

上部工損傷図(3)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

A-2

BP EP

N

平 面 図 S=1:40

G1

G2

G3

G1

G2

G3

音
根
内
川

主桁:腐食[b]
写真№8,9

特記事項

・本図は既存資料および現場作工により作成した
　概略図であり、一部推定値を含む。

主桁(下ﾌﾗﾝｼﾞ):腐食[d]
防食機能の劣化[b]

写真№2,3

主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№4,5
主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№6,7

防食機能の劣化[b]

主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№11,12
主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№10

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№15,16

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№17,18

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№19,20
横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№21,22

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№23,24

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№25

横桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№26

対傾構:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№27,28
対傾構:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№29

対傾構:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№30,31
対傾構:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№32,33

CL

音根内川
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ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　　 t=50mm

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ床版 t=200mm

3000 3000 10001000
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500500

注)橋面構成は推定

断 面 図 S=1:40

A-1

(層状剥離有)

主桁:腐食[b]
防食機能の劣化[b]

写真№13,14



損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

【 支 承 】

上部工損傷図(4)

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 10/23

山里浜小清水線：音根内橋

上部工損傷図(4)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

A-1 A-2

BP EP

N

平 面 図 S=1:40

G1

G2

G3

G1

G2

G3

音
根
内
川

支承:腐食[b]･防食機能の劣化[b]･傾斜[c]
支承部の機能障害(ﾓﾙﾀﾙ欠損)[d]

写真№56-60

A1G1

A1G2

A2G1

A2G2

A2G3

特記事項

・本図は既存資料および現場作工により作成した
　概略図であり、一部推定値を含む。

支承:腐食[b]･防食機能の劣化[b]･ゆるみ[d]
支承部の機能障害(ﾓﾙﾀﾙ欠損)[c]

写真№61-64

A1G3
支承:腐食[c]･防食機能の劣化[d]･ゆるみ[d]
傾斜[c]･支承部の機能障害(ﾓﾙﾀﾙ欠損)[d]

写真№65-70

支承:腐食[c]･防食機能の劣化[d]
写真№71-73

支承:腐食[b]･防食機能の劣化[b]
ﾓﾙﾀﾙ欠損[-]

写真№74-76

支承:腐食[c]･防食機能の劣化[d]
写真№77-79
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音根内川
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注)橋面構成は推定

断 面 図 S=1:40



損傷の領域 ※

損傷の輪郭(線状)

損傷の輪郭(矩形)

W =
L = W;幅(mm)L;長さ(m)

下部工損傷図

特記事項

1.本図は提供された既存資料及び現地計測により復元した
　概略図であり一部推定値を含む。

※領域表示は損傷別に適宜使い分け

※損傷規模により明示に難があるため
　標示方法を定型化していない

※ひび割れはW=0.20mm以上を対象に
　幅及び長さを図示

損傷表記凡例

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 11/23

山里浜小清水線：音根内橋

下部工損傷図

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

正 面 図 S=1:40 L側 側面図 S=1:40R側 側面図 S=1:40

【 A1 橋台 】

正 面 図 S=1:40 R側 側面図 S=1:40L側 側面図 S=1:40

【 A2 橋台 】

音根内川

音根内川

G3 G2 G1

G1 G2 G3

沓座:剥離[b]
600x100

写真№47

竪壁:剥離(豆板)[b]
500x450

写真№43,44

胸壁:剥離[b]
30x150

写真№52

竪壁:剥離(豆板)[b]
800x500

写真№54

翼壁:土砂吸出し[-]
写真№40

翼壁:土砂吸出し[-]
写真№55

胸壁:剥離[b]
300x200

写真№41

胸壁:変色[b]
写真№53



1.本図は提供された既存資料及び現地計測により復元した
　概略図であり一部推定値を含む。

特記事項

(音根内橋)

補修計画一般図

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 12/23

山里浜小清水線：音根内橋

補修計画一般図

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

CL

断 面 図 S=1:50

50 桁長 16400 50

橋長 16500

SP
=7
29
1.0

SP
=7
30
7.5

側 面 図 S=1:100

5
0
0

7
0
00

5
0
0

8
0
00

50 桁長 16400 50

橋長 16500

音
根
内
川

平 面 図 S=1:100

下流側5mに水道管あり

BP EP

実 豊 浦士別

山里浜小清水線

W.L

A-1 A-2

実 豊 浦士別

A-1 A-2

網走市

適 用 示 方 書 道路橋示方書･同解説(S47)

音根内川

支  承  型  式

橋　　　　　長

幅　　　　　員

斜　　　　　角

支　　間　　長

活    荷    重

H形鋼桁橋

車道 7.000 m

θ= 90°

16.500 m

TL-20(S31)

点　検　履　歴

補　修　履　歴

路 　 線　  名

橋　　　　　名 音根内橋（橋梁番号 0064）

上 部 工 形 式

逆T式橋台(推定)下 部 工 形 式

線支承

---基 礎 工 形 式

管　理　者

河　川　名交
差
物

完　成  年  月 昭和50年9月(1975年)※約49年経過

令和3年12月21日

---

山里浜小清水線 (路線番号 0306)

橋 梁 諸 元

N

音根内川

3
0
00

1
0
00

1
0
00

3
0
00

2
0
0

7000

8000

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　　 t=50mm

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ床版 t=200mm

3000 3000 10001000

8
9
0

4
5
0

7
0
0

500500

200 支間 16000 200

200 支間 16000 200

16.000 m

注)橋面構成は推定

MF

部材:防護柵
工種:防護柵部分補修工

判定区分

a

b

c

d

e

一　般　的　状　況

点検結果から、損傷は認められない。

損傷が認められ、その程度を記録する必要がある。

損傷が認められ、継続的な観察を行う必要がある。

損傷が大きく、詳細調査を実施し、補修・補強の要否の検討を行う必要がある。

損傷が著しく、交通安全確保の支障となる恐れがある

損傷度判定区分

『北海道市町村橋梁点検マニュアル（案）R6.4』北海道道路メンテナンス会議より。

補修計画表

主　　桁

上部工

下部工

損傷評価(最悪値)
損傷種類及び状況

本業務2021点検
部位／部材

b

a

d

d

d

腐食、防食機能の劣化

d 鉄筋露出、うき・剥離、欠損

その他

※上表の損傷度判定区分は『北海道市町村橋梁点検マニュアル（案）令和6年4月』北海道道路メンテナンス会議より評価したものである。

床　　版 a c

支承部

a d

b b

- -

-

d

-

d

(対象部材なし)

対策工法 委託項目

剥離、剥離(豆板)、ひびわれ、変色、土砂吸出し

横桁・対傾構 a b

dd

躯体・側壁

基　　礎

本　　体

モルタル

アンカーボルト

伸　縮　装　置

落 橋 防 止 装 置

橋面工

舗　　装

地　　覆

縁　　石

高欄･防護柵

護　　岸

排水装置

遮音施設

照明施設

添 架 物

(対象部材なし)

(対象部材なし)

(対象部材なし）

腐食、防食機能の劣化、破断、亀裂、変形、欠損(橋名板脱落) 防護柵部分補修工

腐食、防食機能の劣化

鉄筋露出、剥離

腐食、防食機能の劣化、傾斜

支承の機能障害(ﾓﾙﾀﾙ欠損)

腐食、防食機能の劣化、ゆるみ

変形

(対象部材なし）

腐食、防食機能の劣化

c d

a d

a b

- -

- -

--

--

--

断面修復工

路面の凹凸(段差)

経過観察

経過観察

経過観察

支承取替工(ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ、再据付)

ﾓﾙﾀﾙ補修工(ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ)

支承取替工(ｼﾞｬｯｷｱｯﾌﾟ)

経過観察

経過観察

経過観察

(対象部材なし)点検施設 --

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅲ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

健全性

(2024)

－－－

－－－

－－－

－－－

－－－

－－－

地覆･防護柵部分補修設計

地覆･防護柵部分補修設計

部材:地覆
工種:断面修復工

部材:防護柵
工種:防護柵部分補修工

経過観察 －－－

支承補修設計

支承補修設計

支承補修設計

部材:支承部(A1側)

　　 ﾓﾙﾀﾙ補修工
工種:支承取替工

部材:地覆
工種:断面修復工



鉄筋露出を伴わない

【損傷パターン】

コンクリートの剥離

鉄筋露出を伴う
コンクリートの剥離

但し設計基準のかぶりを有する

脆弱部及びかぶり分を除去後
補修材にて断面復旧

脆弱部を除去し鉄筋を露出させ
補修材にて断面復旧

補修材を鉄筋に定着させる

注)はつり深さは最小限にとどめる

注)鉄筋の腐食部は防錆処理を施す

注)断面修復は鉄筋の保護とコンクリート断面の強度回復を主たる目的とする。

　 また、鉄筋露出を伴わない剥離は中性化の促進につながるため損傷の規模や

　 箇所により適宜対処する。

注)断面修復作業のはつりについて再劣化の防止を考慮し、補修材のモルタルを

　 鉄筋に定着させることが望ましいものの、健全な鉄筋の背面まではつりると

　 既設の定着を失わせることになるため、はつる深さは最小限にとどめる。

注)損傷箇所のかぶりは損傷毎に異なる場合があり、それ故はつる深さを一律に

　 定めるには難があるため、上図に示す値は平均値として表記している。

注)図に示す標準値の深さは、当時の設計基準等をもとに実測値を参考とした。

　 また、既設への影響を考慮し設計の深さより手前で脆弱部が全て除去された

　 場合には、はつり作業を完了とする。

注)使用する補修材の強度は、既設の設計基準強度を参考として選定している。

注)はつり深さは最小限にとどめる

注)作業の詳細についてフェザーエッジへの注意やプライマーの使用を標準仕様
　 とする。

断面修復

断面修復

【補修要領】

断面修復工詳細図
(左官工法)

注)使用する補修材の強度は

　 σck= 24 N/mm2以上とする。

=
3
0

=
5
0

Z
s①

注)設計かぶり分は補修材に打替え

　 断面を新たな状態とする

Z
s②

プライマー塗布

鉄筋腐食部の素地

脆弱部のはつり

事前調査

【作業フロー】

調整と防錆材塗布

仕上げ・清掃

左官工法による
断面修復

カッター切断

 1.既設構造物寸法形状については施工前に現地確認し補修寸法に反映させること。

 5.はつり後において、腐食による鉄筋の破断および著しい断面欠損が生じている

 3.既設コンクリートの脆弱部は深さに関わらず撤去すること。但し、はつり深さ

 2.詳細寸法および補修箇所・範囲・工法等は、現地確認後に決定すること。

 4.施工時に新たな劣化部位を発見した場合には監督員と協議の上で補修の有無

   場合には監督員と協議し、対策を講じること。

   や範囲が著しく大きくなる場合は、事前に監督員と協議すること。

   および補修工法について協議を行うこと。

特記事項

地覆補修図(1)

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 13/23

山里浜小清水線：音根内橋

地覆補修図(1)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

鉄筋露出を伴う
コンクリートの剥離

但し設計基準のかぶり以下

脆弱部を除去し鉄筋を露出させ
補修材にて断面復旧

注)はつり深さは最小限にとどめる

注)鉄筋の腐食部は防錆処理を施す

補修材を鉄筋に定着させる

注)補修後の再劣化を防ぐため表面

　 被覆などの工法を組合せる

断面修復

=
2
0

Z
s③

コンクリート

にて表面処理
コンクリート保護剤
断面整形後

(透明コーティング剤)
ローラー,刷毛等

定
着
し
ろ

断
面
修
復

表面保護工詳細図
(表面被覆工)

注)施工後における維持管理のため、被覆材にはコンクリートの表面が

　 目視確認できる材料を選定すること。

注)材料によりコンクリート内部に含浸し表面が暗色化するものもある

　 事から、被覆材は透明度の高いものを使用すること。

注)冬期施工(5℃以下)の場合は防寒養生するか、もしくは5℃以下でも

　 性能を確保出来る被覆材を選定すること。

注)施工面の油分は完全に除去すること。

注)被覆材の塗布範囲には定着しろを確保すること。

　 本設計においては断面修復縁より100mmを計上している。

注)補修材は製品毎に仕様が異なるため十分確認のうえ施工要領に従い

　 施工をおこなうこと。
仕上げ・清掃

養生

保護剤塗布

下地処理

事前調査

【作業フロー】

補修個所 定着しろ定着しろ

表面保護工

補
修
個
所

定
着
し
ろ

定
着
し
ろ



R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

地覆補修図(2)

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 14/23

山里浜小清水線：音根内橋

地覆補修図(2)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

平 面 図 S=1:50

R側 側面図 S=1:50

断
 
面
 
図

S
=
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:
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C L

地覆:鉄筋露出
500x300 (損傷)

地覆:浮き･剥離
500x350

<断面修復工>
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300

2
0
0

地覆部分打替え
500x300x200

防護柵補修に伴う

<断面修復工>

A=0.09m2(補修)

N

 1.既設構造物寸法形状については施工前に現地確認し補修寸法に反映させること。

 5.はつり後において、腐食による鉄筋の破断および著しい断面欠損が生じている

 3.既設コンクリートの脆弱部は深さに関わらず撤去すること。但し、はつり深さ

 2.詳細寸法および補修箇所・範囲・工法等は、現地確認後に決定すること。

 4.施工時に新たな劣化部位を発見した場合には監督員と協議の上で補修の有無

   場合には監督員と協議し、対策を講じること。

   や範囲が著しく大きくなる場合は、事前に監督員と協議すること。

   および補修工法について協議を行うこと。

特記事項

Zs②:50mm

Zs①:30mm

地覆(車):鉄筋露出
50x50

<表面保護工>
地覆(車):鉄筋露出
50x50

<表面保護工>

地覆(車):鉄筋露出
150x50

<表面保護工>

地覆(車):鉄筋露出
50x50

<表面保護工>

L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10

地覆:剥離
<断面修復工>

100x100

L側 側面図 S=1:50

Zs①:30mm

<断面修復工> <断面修復工>

<断面修復工>

<断面修復工>

Zs③:20mm Zs③:20mm Zs③:20mm

Zs③:20mm



防護柵補修図(1)

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 15/23

山里浜小清水線：音根内橋

防護柵補修図(1)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

平 面 図 S=1:50

断
 
面
 
図

S
=
1
:
50

A-1 A-2

BP EP

C L

防護柵:破断 防護柵:腐食

防護柵:亀裂･変形
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注
)橋

面
構

成
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音
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川

(断面欠損有)
防護柵:腐食
(断面欠損有)

防護柵:腐食 防護柵:腐食

L1 L2 L3 L4 L5 L6 L7 L8 L9 L10

R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

R側 側面図 S=1:50

A-1 A-2

A-1 A-2

防護柵:変形

1000 9 @ 1750= 15750 1000

防護柵延長 17750

L側 側面図 S=1:50

1000 9 @ 1750= 15750 1000

防護柵延長 17750

防護柵部分補修 防護柵部分補修

防護柵部分補修

特記事項
1.詳細は現地再検測のうえ決定のこと。

損傷及び原形計測

補修範囲の確定

補修材料の手配

損傷部の撤去

補修部材の取付

現場塗装仕上

後片付け

準備工

【施工手順】

・・・補修材の塗装

・・・ガス切断

・・・組立/溶接

　　　地覆一部取壊し

　　　地覆復旧

・・・工場発注

　　　Rc-Ⅲ塗装系

塗装工程

素地調整

下　塗

下　塗

中　塗

３　種　ケ　レ　ン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗　料　名
使用量
(g/m2)

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

200

200

200

140

上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120 2日～10日

『H26 鋼道路橋防食便覧（日本道路協会）より』

塗装仕様
(Rc-Ⅲ塗装系)

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

注)工事に伴うケレンダストや塗料等が飛散しないよう
対策工を必ず講じること。

注)補修材の工場における部材の表面処理は無機ジンクリッチ塗装までとする。
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断 面 図 S=1:10
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300地覆取壊し
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300補修後復旧 補修後復旧

地覆取壊し

既設部材撤去 S=1:10

補修材の組立 S=1:10

防護柵補修図(2)

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 16/23

山里浜小清水線：音根内橋

防護柵補修図(2)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

特記事項
1.詳細は現地再検測のうえ決定のこと。

損傷及び原形計測

補修範囲の確定

補修材料の手配

損傷部の撤去

補修部材の取付

現場塗装仕上

後片付け

準備工

【施工手順】

・・・補修材の塗装

・・・ガス切断

・・・組立/溶接

　　　地覆一部取壊し

　　　地覆復旧

・・・工場発注

　　　Rc-Ⅲ塗装系

注)地覆の復旧は無収縮モルタルとする。
注)モルタル強度はσck=24N/mm2以上とする。
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210

ｻﾌﾞﾚｰﾙ

ｽﾘｰﾌﾞ管詳細 S=1:5

2-Pl 222x6x210(SM400A) 2-Pl 172x6x210(SM400A)

4-Pl 222x6x210(SM400A)
8-Pl 172x6x210(SM400A)

1-□ 125x 75x3.2x4630(STKR400)
4-□  75x 75x3.2x1390(STKR400)

2-□ 100x100x4.5x 825(STKR400)
2-Pl 140x  8x 140(SM400A)

2-□  75x 75x3.2x1650(STKR400)

1-□ 125x 75x3.2x4650(STKR400)
4-□  75x 75x3.2x1400(STKR400)

2-□ 100x100x4.5x 825(STKR400)
2-Pl 140x  8x 140

2-□  75x 75x3.2x1650(STKR400)

140

100

1
4
0

1
0
0

Pl 140x 8x 140

塗装工程

素地調整

下　塗

下　塗

中　塗

３　種　ケ　レ　ン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗　料　名
使用量
(g/m2)

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

200

200

200

140

上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120 2日～10日

『H26 鋼道路橋防食便覧（日本道路協会）より』

塗装仕様
(Rc-Ⅲ塗装系)

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

注)工事に伴うケレンダストや塗料等が飛散しないよう
対策工を必ず講じること。

注)補修材の工場における部材の表面処理は無機ジンクリッチ塗装までとする。
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断 面 図 S=1:10

3

3

3

3

A

B

C

D

A～矢視

B～矢視

C～矢視

D～矢視

3

33

3

3

345155

500

140

100

2
0
0

2
0
0

88

1
5
5

7
5

1
6
0

7
5

1
6
0

7
5

8
2
59
0
0

2
0
0

8

8
2
59
0
0

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 17/23

山里浜小清水線：音根内橋

防護柵補修図(3)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

特記事項
1.詳細は現地再検測のうえ決定のこと。

損傷及び原形計測

補修範囲の確定

補修材料の手配

損傷部の撤去

補修部材の取付

現場塗装仕上

後片付け

準備工

【施工手順】

・・・補修材の塗装

・・・ガス切断

・・・組立/溶接

・・・工場発注

　　　Rc-Ⅲ塗装系

防護柵補修図(3)

注)曲げ加工は原形に合わせること。
注)角度の詳細は検測の際に確認すること。

2-Pl 222x6x210(SM400A)
4-Pl 172x6x210(SM400A)

1-□ 125x 75x3.2x 140(STKR400)
1-□ 125x 75x3.2x 700(STKR400)
1-□ 125x 75x3.2x 555(STKR400)

140

5
5
5

5
5
5

2-□  75x 75x3.2x 140(STKR400)
2-□  75x 75x3.2x 625(STKR400)

140

150x20x500 150x20x500

1-□ 125x 75x3.2x 130(STKR400)
1-□ 125x 75x3.2x 700(STKR400)
1-□ 125x 75x3.2x 555(STKR400)
2-□  75x 75x3.2x 130(STKR400)
2-□  75x 75x3.2x 625(STKR400) 1-Pl 160x8x500(SM400A)

2-Bolt M10x15

橋名板取付板

注)橋名板取付板は原形に合わせること。
注)詳細は検測の際に確認すること。

1-Pl 160x8x500 
橋名板取付板

L10 L10

140

1-Pl  75x  6x 125(SM400A)1-Pl  75x  6x 125

塗装工程

素地調整

下　塗

下　塗

中　塗

３　種　ケ　レ　ン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗　料　名
使用量
(g/m2)

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

200

200

200

140

上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120 2日～10日

『H26 鋼道路橋防食便覧（日本道路協会）より』

塗装仕様
(Rc-Ⅲ塗装系)

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

注)工事に伴うケレンダストや塗料等が飛散しないよう
対策工を必ず講じること。

注)補修材の工場における部材の表面処理は無機ジンクリッチ塗装までとする。
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補修材の組立 S=1:10
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防護柵補修図(4)

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 18/23

山里浜小清水線：音根内橋

防護柵補修図(4)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

特記事項
1.詳細は現地再検測のうえ決定のこと。

損傷及び原形計測

補修範囲の確定

補修材料の手配

損傷部の撤去

補修部材の取付

現場塗装仕上

後片付け

準備工

【施工手順】

・・・補修材の塗装

・・・ガス切断

・・・組立/溶接

　　　地覆一部取壊し

　　　地覆復旧

・・・工場発注

　　　Rc-Ⅲ塗装系

注)地覆の復旧は無収縮モルタルとする。
注)モルタル強度はσck=24N/mm2以上とする。

注)曲げ加工は原形に合わせること。
注)角度の詳細は検測の際に確認すること。

2-Pl 222x6x210(SM400A)
4-Pl 172x6x210(SM400A)

5
5
5

5
5
5

1-□ 125x 75x3.2x 700(STKR400)
1-□ 125x 75x3.2x 600(STKR400)
1-□ 125x 75x3.2x 555(STKR400)
2-□  75x 75x3.2x 625(STKR400)
4-□  75x 75x3.2x 250(STKR400)

50 250

300

1-□ 100x100x4.5x 825(STKR400)
1-Pl 140x  8x 140

1-□ 125x 75x3.2x 700(STKR400)
1-□ 125x 75x3.2x 590(STKR400)
1-□ 125x 75x3.2x 555(STKR400)
2-□  75x 75x3.2x 625(STKR400)
2-□  75x 75x3.2x 250(STKR400)

1-□ 100x100x4.5x 825(STKR400)
1-Pl 140x  8x 140(SM400A)

100 100

10

100 100

100 100

2-□  75x 75x3.2x 240(STKR400)

橋名板取付板

1-Pl 160x8x500 
橋名板取付板

1-Pl 160x8x500(SM400A)
2-Bolt M10x15

橋名板取付板

140

100

1
4
0

1
0
0

Pl 140x 8x 140

R1 R1

5050 240

1-Pl  75x  6x 125(SM400A)
1-Pl  75x  6x 125

塗装工程

素地調整

下　塗

下　塗

中　塗

３　種　ケ　レ　ン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗　料　名
使用量
(g/m2)

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

200

200

200

140

上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120 2日～10日

『H26 鋼道路橋防食便覧（日本道路協会）より』

塗装仕様
(Rc-Ⅲ塗装系)

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

注)工事に伴うケレンダストや塗料等が飛散しないよう
対策工を必ず講じること。

注)補修材の工場における部材の表面処理は無機ジンクリッチ塗装までとする。
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現場塗装範囲

1000
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700250

横レール折線
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L10

橋名板取付板
160x8x500

100

100

100 1650 100

50

現場塗装範囲図 S=1:10

防護柵補修図(5)

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 19/23

山里浜小清水線：音根内橋

防護柵補修図(5)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

特記事項
1.詳細は現地再検測のうえ決定のこと。

現場塗装範囲
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断 面 図 S=1:10

2
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160x8x500

1000

75

700 250

横レール折線

625

450

100 350

現場塗装範囲

50
R-側 L-側

L側 側面図

R側 側面図
弱溶剤形ふっ素樹脂塗料（上塗り）120g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用（中塗り）140g/m2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（下塗り）200g/m2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（下塗り）200g/m2

３種ケレン　※   含む

鋼材表面

塗装部の処理
(Rc-Ⅲ塗装系)

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料（下塗り）200g/m2

塗装工程

素地調整

下　塗

下　塗

中　塗

３　種　ケ　レ　ン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

塗　料　名
使用量
(g/m2)

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

200

200

200

140

上　塗 弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗 120 2日～10日

『H26 鋼道路橋防食便覧（日本道路協会）より』

塗装仕様
(Rc-Ⅲ塗装系)

下　塗 弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

注)工事に伴うケレンダストや塗料等が飛散しないよう
対策工を必ず講じること。

注)補修材の工場における部材の表面処理は無機ジンクリッチ塗装までとする。
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フラットジャッキ

支圧板
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仮支点上補剛材
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35

動力工具処理　ISO St 3（既設主桁は2種ケレン）素地調整

変性エポキシミスト
－

4時間以内

【高力ボルト連結部の塗装仕様 F-11】主桁、補剛材等の鋼部材

塗装工程
使用量

塗装間隔
(g/m )2

コート 樹脂塗料下塗

超厚膜形エポキシ
樹脂塗料

ふっ素樹脂塗料用
中塗

ふっ素樹脂塗料上塗

下塗り

中塗り

上塗り

現

場

スプレー
（はけ・ローラー）

スプレー
（はけ・ローラー）

スプレー
（はけ・ローラー）

スプレー
（はけ・ローラー）

160
（130）

1000
（500×2）

170
（140）

140
（120）

300

30

25

1日～10日

1日～10日

1日～10日

目標膜厚
(μm)

塗　料　名 塗装方法

注)1：塗料使用料：スプレーとし、（※※※）は はけ・ローラー塗りの場合を示す。

注)5：超厚膜形エポキシ樹脂塗料を適用することで防食性の向上と工程短縮を図ることが出来るが、一般面と比べて

注)2：プライマーの膜厚は総合膜厚に加えない。

注)3：製鋼工場におけるプライマーは膜厚にて管理する。

注)4：母材と添接板の接触面、製作工場の無機ジンクリッチペイントまで塗付する。

　　　仕上がり外観は劣る。

注)6：防せい処理ボルトの場合は、添接板も含め高力ボルト頭部にミストコートから塗装する。

注)7：防せい処理ボルトを使用しない場合は、高力ボルト頭部に素地調整後、有機ジンクリッチペイント240g/m ×2回

　　　（はけ塗り、塗装間隔は1日～10日）を塗装した後、添接板も含め、ミストコートから塗装する。

塗装工程

注)作業範囲が局部的なことから養生囲いは必要
最小範囲として計上している。

注)図に示すシートは2重とし可視可能なものを
想定している。

注)作業の際は作業員の腕のみを囲い内に挿入し
作業終了後、有害物質を含む粉塵が外部へ
漏れないよう処理すること。

注)塗膜殻の飛散防止のため、ケレン作業の際は
シートにて密閉養生すること。
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素地調整
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2種ケレン

メタルタッチ
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2種ケレン(摩擦係数0.4以上)とすること
仮支点補強材の取付面に対する素地調整は

施工時は主桁下フランジと補強材の
メタルタッチを確認すること

補強材の工場表面処理は無機ジンクリッチ
ペイント、現場はF-11塗装仕様とする
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取壊し/復旧
モルタル/沓座

取壊し/復旧

沓座
取壊し
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モルタル/沓座

S=1:20主桁素地調整要領
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支承補修図

安全性を確認すること。
3.ジャッキ支圧板の形状や大きさを変更する場合は

形状・位置の変更の設計を行う事。
支承等に損傷を与えないようにし、必要があれば

2.施工にあたって事前に探査・試験削孔を行い鉄筋

1.詳細寸法は現地実測の上決定のこと。

特記事項

おこない片側交互通行とする。
4.沓座への負担を軽減するため工事の際は交通規制を

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 20/23

山里浜小清水線：音根内橋

支承補修図

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

A-1 A-2

G-1

G-2

G-3

200 支間 16000 200

3
0
00

3
0
00

S=1:100配 置 図

印は補修箇所を示す

Fix Mov

S=1:20補修要領図

正 面 図側 面 図

S=1:20モルタル補修詳細

支承モルタル
修復断面

ひび割れ防止鉄筋
D13 SD345

注)ひび割れ防止筋は3cm以上のかぶりを確保すること

※復旧材は無収縮モルタルとする

S=1:15ひび割れ防止鉄筋
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4-D13x220　SD345
ひび割れ防止筋に
結束し固定のこと

ひび割れ防止鉄筋
D13 SD345

ひび割れ防止鉄筋
D13 SD345

⑧モルタル養生

・通りの調整、無収縮モルタル打設
⑦据付再調整、沓座の復旧

⑥支承を再設置

⑤沓座コンクリートのはつり

④ジャッキアップ
・支点荷重移行

・既設部材の撤去

・仮受け補強材の設置

③支承の取外し準備

・所定位置にジャッキを据付
②ジャッキの設置

①仮受け位置の補強

・支承本体の固定を解放

⑨ジャッキダウン
・機能の確認

完　了

支承補修作業手順
【 参考例 】

・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ交換、定位置に仮据付け

7@50=350

S=1:10新材アンカーボルト詳細図

φ
30

M30

( SS400;2本×3箇所交換 )

70

200 450

650

1
8
9

50

注)支承に変位の跡が見られることからアンカーボルトは
　 再利用に難があると考え交換するものとする。

注)既存資料が不足しているため、上図は同等品を参考と
　 している。

注)工事にあたってはアンカーボルトの径について再検測を
　 おこない材料手配の前に確認すること。

モルタル A=0.15m2
沓座　　 A=0.28m2

 2-L 90x90x10x844(SS400)
 9-T.C.Bolt M22x70(S10T)

モルタル A=0.19m2
沓座　　 A=0.28m2

注)部材の表面処理は溶融亜鉛メッキとする。



(音根内橋)

仮設工参考図(1)

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 21/23

山里浜小清水線：音根内橋

仮設工参考図(1)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)

50 桁長 16400 50

橋長 16500

SP
=7
29
1.0

SP
=7
30
7.5

側 面 図 S=1:100

音
根
内
川

平 面 図 S=1:100

下流側5mに水道管あり

BP EP

実 豊 浦士別

山里浜小清水線

W.L

A-1 A-2

実 豊 浦士別

A-1

N

200 支間 16000 200

MF

CL

断 面 図 S=1:50

7000

8000

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装　　 t=50mm

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ床版 t=200mm

3000 3000 10001000

500500

Type-E 1800

800

金属拡張ｱﾝｶｰ
M12x52(ｱｲﾎﾞﾙﾄ)

8
9
0

1
3
00

Type-E 1800
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2.図に示す足場及び仮設工設備は参考であり工事の際

特記事項

5.補修工事が冬期施工となる場合は、防寒養生等を行い

6.工事に伴う借地や樹木の伐採、移設物などが生じる

7.上記特記事項等に伴い、設計の変更が生じる場合は、

4.環境保全のため工事に伴う殻の飛散を防ぐよう配慮すること。

1.当図は現存資料、過年度調査結果および現地簡易計測

3.各部の詳細は現地再検測のうえ、決定のこと。

  事前に監督員と協議を行い承諾を得ること。

  を参考に作成している。

  には適宜詳細を検討すること。

  温度管理に十分配慮すること。

  場合は、関係機関と事前に協議を行うこと。8
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※Type-F:床面部/シート防護追加
手摺部/板張り+シート防護追加
天井部/板張り+シート防護追加

Type-F 足場工

A = 0.800 × 6.000 　　　　　　　 =   4.80m2

床面部シート防護

A = 0.800 × 6.000　　　　 　　　 =   4.80m2

手摺り部（板張り/シート防護）

A = 0.600 × 6.000　　　　 　　　 =   3.60m2

足場工数量

板張り/シート防護
粉塵発生エリア
A=3.60m2

天井部（板張り/シート防護）

A = 0.800 × 6.000　　　　 　　　 =   4.80m2

Type-E 足場工

A = 1.800 ×(3.230＋17.320)　　　 =  36.99m2

2
7
90

2
7
90

2430 800

防護工数量（板張り/シート防護）

右側

A = (1.990＋2.100＋3.780)×3.230  =  25.42m2

A = 0.800×3.780＋0.500×1.800 　 =   3.92m2

A = 0.800×1.990＋7.01　　　　　  =   8.60m2

A = 1.800×0.800＋0.800×2.430 　 =   3.38m2

左側

A = (1.990＋2.100＋3.780)×17.320 = 136.31m2

A = 0.800×3.780＋0.500×1.800 　 =   3.92m2

A = 0.800×1.990＋7.01　　　　　  = 　8.60m2

242014900

A = 1.800×14.900＋0.800×2.430 　=  28.76m2

小計 =  41.32m2

小計 = 177.59m2

連絡通路

A = (2.000＋0.800)×2×4.320　　  =  24.19m2
粉塵発生エリア合計

A = 7.01×2＋3.60 = 17.62m2
防護工合計 = 243.10m2

金属拡張アンカー（アイボルト M12x52）

N = 16.400／0.900＋1　　　　      =     20本

　合計本数 = 　　40本

N = 20×2　　　　　　　　　       =     40本



(音根内橋)

仮設工参考図(2)

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 22/23

山里浜小清水線：音根内橋

仮設工参考図(2)

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)
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2.図に示す足場及び仮設工設備は参考であり工事の際

特記事項

5.補修工事が冬期施工となる場合は、防寒養生等を行い

6.工事に伴う借地や樹木の伐採、移設物などが生じる

7.上記特記事項等に伴い、設計の変更が生じる場合は、

4.環境保全のため工事に伴う殻の飛散を防ぐよう配慮すること。

1.当図は現存資料、過年度調査結果および現地簡易計測

3.各部の詳細は現地再検測のうえ、決定のこと。

  事前に監督員と協議を行い承諾を得ること。

  を参考に作成している。

  には適宜詳細を検討すること。

  温度管理に十分配慮すること。

  場合は、関係機関と事前に協議を行うこと。

9
0
0

1500 Type-F

※Type-F:床面部/シート防護追加
手摺部/板張り+シート防護追加

Type-F 足場工

A = 1.500 × 8.000 = 12.00m2

床面部シート防護

A = 1.500 × 8.000 = 12.00m2

手摺り部板張り防護

A = 0.900 × 8.000 =  7.20m2

手摺り部シート防護

A = 0.900 × 8.000 =  7.20m2

足場工数量



(音根内橋)

交通規制図

工 事 名

図 面 名

作成年月日

尺　　度

会 社 名

事業者名

図面番号図　示 23/23

山里浜小清水線：音根内橋

交通規制図

令和 6 年 9 月

網 走 市

バーム測量設計株式会社

音根内橋補修設計委託(繰越)
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【左断面施工時】

ご迷惑をおかけします

○○○○○○を

なおしています

令和○年○月○日まで

時 間 帯 〇〇時～〇〇時

○○○○工事

発注者　網走市 ○○部

〇〇△△課

施工者　○○○○建設株式会社

電話　○○○○－○○－○○○○

電話　○○○○－○○－○○○○

こ
の
先
〇
〇
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側
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1 工事箇所
予告標示板

2 幅員減少
　標示板

3 幅員減少
　標示板

4 幅員減少
　標示板

5 工事名標示板

標示施設参考図

注)作業箇所にはセーフティコーンを設置するものとする。

　 行うとともに片側車線づつの作業とし、交通誘導員を２名
　 配置し通行車両の整理・誘導を行う。
　 但し、誘導員の人数は現場状況に合わせ適宜検討すること。

注)交通を一時遮断しなければならないときは所定の手続きを

1.施工中においては補修部への影響を考慮し片側交互通行とする。

特記事項

2.本図は参考であり､詳細は工事工程に基づき現地確認のうえ､監督員と

  協議をおこない決定のこと。
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支承補修施工側 支承補修施工側

通行帯 3500

7000 500500

交通規制 3500

断 面 図 S=1:60

【右断面施工時】

通行帯 3500

7000 500500

交通規制 3500

断 面 図 S=1:60

【左断面施工時】

⑧モルタル養生

・通りの調整、無収縮モルタル打設
⑦据付再調整、沓座の復旧

⑥支承を再設置

⑤沓座コンクリートのはつり

④ジャッキアップ
・支点荷重移行

・既設部材の撤去

・仮受け補強材の設置

③支承の取外し準備

・所定位置にジャッキを据付
②ジャッキの設置

①仮受け位置の補強

・支承本体の固定を解放

⑨ジャッキダウン
・機能の確認

完　了

支承補修作業手順
【 参考例 】

・ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ交換、定位置に仮据付け

交通誘導員

交通誘導員

交通誘導員

交通誘導員

作業員
防護柵補修

作業員
防護柵補修

バリケード バリケード


